
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内子座   藝於遊 
 

  

内子座保存修理事業かわら版 第 2 号 令和 7 年 4 月発行 

工事用足場組立に着手 

 

令和 7 年 4 月 21 日、3 月末以来、少し落ち着いた様子
だった内子座が、この日、再び慌ただしくなりました。内
子座南側のスペースに資材が運ばれはじめ、翌 22 日から
は、内子座東側に足場が組まれ始めました。この足場は、
今後工事が終了するまで使われることになります。 

現時点で組まれている足場は東側及び正面の 3 段で、こ
の後、内子座全体が足場で囲まれていきます。高さも現在
のおよそ 2 倍以上となり、その後素屋根がかけられます。 

 

令和 6 年度に実施された工事の中には、電気設備の
撤去があり、内子座内部にはもう電気がきていません。
明かりのない内子座は少しひんやりした感じがしま
す。（写真①）。そのほか、内部では一部の手すりや梯
子などが取り外されました。それらは保存小屋で保管
されています（写真②）。また、内子座北側にあった空
調設備も解体されました。クレーンを使っての作業で、
大きな設備が次々と宙を舞いました。（写真③）。 

令和 6 年度事業より 

編集・発行：内子町町並・地域振興課 

2 月 3 日板塀解体の様子 

※素屋根：建物を風雨から守るために一時的につくる屋根のこと。 

  

令和 7 年度上半期の予定 

令和 7 年度上半期の予定は以下のようになっていま
す。なんといっても外部足場と素屋根の工事がそのメ
インといえます。事故やけがのないよう、細心の注意
を払いながら作業が進められています。 


